
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寿都町は情報公 

開条例を守れ！ 

子どもたちに核のゴミのない寿都を！町民の会 広報紙 No.25   2021 年 5 月 14 日発行 

4 月 30 日（金）、函館地方裁判所は、私たちの仲間 2
人からの訴えを受理しました。 
 2 人はこう訴えています。「寿都町議会は、全員協議会
の議事録を公開せよ」。 
 私たちの町を大きく揺るがせる核のゴミ最終処分場
の⽂献調査について、⽚岡町⻑と議員たちは本議会では
なく、全員協議会で話し合っていました。そこでは、「町
⺠に勉強会をするっていったらかえって⾯倒な話にな
る」という⽚岡町⻑の問題発⾔もあったと NHK がスク
ープしました。しかし、その議事録は公開されないまま、
⽚岡町⻑は⽂献調査に応募してしまいました。町政の大
事な方針がどのようにして決まったのか、町⺠はいまだ
に知らないままです。 
 私たちは、寿都町情報公開条例に基づいて、議事録の
公開を求めましたが、議会は拒否しました。情報公開条
例は、公⽂書は原則として開示しなければならないと定
めているにもかかわらず、このような対応は許されませ
ん。そもそも、核のゴミ問題が起きる前には、全員協議
会の議事録は公開されていたのです。 
 寿都町の⺠主主義は危機的な状況となっています。議
会の判断は情報公開条例に違反しています。町⺠に隠し
事をする町⻑や議会は許されないと、裁判所も判断して
くださることでしょう。 

提訴を報じるＮＨＫニュース（5月 1日） 

 
 
 本訴訟の訴訟代理人を引き受けてくれた谷次郎弁
護士にコメントをお願いしました。 
 

「情報公開審査会では、全員協議会の議事録につ
いて、条例の規定に従って開示非開示について審査
するという議論になっていませんでした。条例の規
定に当てはめれば、開示すべきであることは明らか
だと考えられます。そのことを、今後裁判で明らか
にしていきたいと思います」 

 
 谷先生は、現在は大阪を拠点に弁護士活動をなさ
っていますが、北大法科大学院を修了されており、
北海道との縁も深いです。寿都の印象は「かきの美
味しい町」ということです。 
 



 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 月 4 日と 5 日の北海道新聞に掲載された記事を覚
えていますか？ 

⽚岡町⻑が、2018 年 4 月 4 日の産業 5 団体の幹部
との異業種懇談会の場において、核のゴミ最終処分場
の⽂献調査を受け入れると多額な交付金を得られると
説明し、応募に前向きな姿勢を示したところ、ある団 

体代表者が怒声を浴びせて、強く反対したというので
す。 

この記事が事実であるなら、⽚岡町⻑が昨年 8 月以
降の住⺠説明会などの場において、⽂献調査の応募を
検討し始めた経緯について、「胆振東部地震を受け、⽂
献調査に応募して町内の地盤が安全か調べたかった」
と説明してきたことと矛盾します。 

そこで、町⺠の会では、報道内容が事実であるかど
うか、4 月 7 日付で⽚岡町⻑に公開質問状を提出しま
した。しかし、4 月 19 日付で「公式な回答をすべきで
ない内容」という回答がありました。 

これには納得できず、4 月 22 日付で、理由を説明す
るように求めましたが、「根拠の所在が不明な報道内容
に対して、公式な回答は控えさせていただく」、また、
事実確認については「記事を掲載した報道機関へお問
合せください」という回答が寄せられました。町⺠か
らの質問には真摯に答えるべきでないでしょうか。 

北海道新聞（4月 5日） 

4 月 23 日にウィズコムで上映した映画「地球で最も安全な場
所を探して」には、120 人の参加者がありました（町内 74 人、
町外 46 人）。 

「どこも処分場候補地は人が住んでいないような辺境の地ば
かりだったので、その映像を見られて良かった。日本では無理、
寿都なんてもっと無理だと思う。寿都には人が住んでいる！ 
莫大な交付金ばかり使って、どこの国も何も進んでいないこと
がバカらしいと思った」といった熱い感想もたくさんいただき
ました。ありがとうございました。 

核問題を身近に感じていただきたいので、この映画を各地区
でも上映することにしました。ぜひ、おいでください。 

★ 5 月 15 日（土）18 時〜 歌棄会館 
★ 5 月 16 日（日）18 時〜 湯別活性化センター 
ほか、各会館での上映予定はあらためてお知らせします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 5 月 1 日の北海道新聞に「核抜き条例・決議 30 件」
という記事が掲載されました。 
 これによりますと、昨年 8 月以降、道内 179 市町
村のうち、すくなくとも 30 の市町村議会が「核抜
き」の趣旨の条例や意見書・決議を可決したそうで
す。オホーツク管内斜里町や釧路管内標茶町など、
後志から遠く離れた地域も決議を可決しています。 

先日、ベトナムと北海道の貿易に携わる方からこ
んなことを⾔われました。「北海道の人たちは、寿都
といっても、⽚田舎で、自分たちからは遠いところ
と思っているかもしれませんが、ベトナム人はそう
ではありませんよ。寿都に核のゴミが来る、と聞け
ば、北海道全体がそのイメージになります」 

私たちの町だけの問題ではないことを、記事から
も、貿易商の方のお話からも実感しますね。 

 先日、「核ゴミ問題を考える北海道会議」事務局次
⻑の角田貴美さんが寿都においでになり、町⺠の会、
リコールの会のメンバー対象に勉強会を開いてくだ
さいました。角田さんは、元札幌市役所職員で、外務
省や経済産業省（！）にも出向した経験をお持ちで
す。札幌市北京事務所⻑も務められました。 

角田さんは、寿都の行財政運営を見ると、大きな疑
問があるとおっしゃいました。後志管内 18 町村（小
樽市を除く）のなかで比較すると、予算が大きすぎる
一方で、財政基盤が弱く、債務が大きいというので
す。だから、核のゴミの調査に応募するという方針を
町⻑は打ち出したのだろうが、安易だと角田さんは
指摘されました。補助金前提の予算を組めば、補助金
が切れるとやりくりできなくなり、処分場一直線に
なる危険があるといいます。そんな交付金がなくて
も、まちづくりを成功させた事例として、道内の東川
町、島根県海士町を紹介し、寿都もやればできると、 

北海道新聞（5月 1日） 

私たちを励ましてくださいました。 
角田さんのお話は、町の皆さんにもぜひ知ってい

ただきたい内容ですから、今後のチラシで順次、紹介
していくつもりです。 

 

《予  算》町の規模に比べて大きすぎる。 
《財政基盤》ふるさと納税（＋核ゴミ交付金）にた
よる脆弱な財源 
《財 政 力》必要な経費を自分たちの財源でまかな
う力が弱い 
《債  務》借金の返済が多くて自由に使えるお金
が少ない 
《町⻑報酬》給与も退職金も高い 
《⻑期計画》町の将来を町⺠と一緒に考えた総合振
興計画を無視 
《情報公開》できる限り役場の情報を外に出さない 



 
 
 

 漫画家、本庄敬さんと仲間の皆さんが立ち上げた「寿
都人プロジェクト」のグッズが好評です。美容室ミリ
アンでも取り扱いをはじめました。「寿都に想いを寄せ
るすべての人のために」が合⾔葉の「寿都人プロジェ
クト」。T シャツやマグカップ、エコバッグ、ステッカ
ーなど数多くそろえて、あなたを待っています。 
 

 4 月 24 日（土）、待ちに待った寿かきが解禁となり
ました。寿都の春はこれがないと始まりませんね。生、
酒蒸し、焼き、フライ…。どう料理しても美味しい。
どこにも負けない寿都のかきは、小 60 円、中 100 円、
大 120 円、特大 170 円。お求めは、お近くの直売所へ！ 
 それから、小女子漁も始まっています。夜の寿都湾
に幻想的な風景が浮かび、醤油と水飴で炊く甘い匂い
が町内をただよっています。子どもたちもくんくん鼻
を鳴らしています。 

漁師さんたち、加工屋さんたちに感謝しながら、今
日も、寿都の恵みをいただいています。 

寿都に生まれてよかった！ 寿都に育ってよかっ
た！ 寿都に来てよかった！ 寿都の海の幸ばんざー
い！ 
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